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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

放射性物質から放射される核γ線やその散乱γ線が光と同様に集光し

て幾何光学に基づく画像処理ができれば、光学カメラによる計測と同

様な定量性が担保された画像解析が実現できる。ガンマ(γ)線に対し

て光学画像解析の手法が利用可能となれば、対象物表面の放射能計

測、場所毎のスペクトル分光（カラー化）から放射性物質の同定と散

乱γ線の影響も定量的に測定できる。本研究では、ETCC（電子飛跡検

出型コンプトンカメラ）を応用した定量的放射能分布解析法を開発す

ることで、福島第一原子力発電所（１Ｆ）の廃炉に係る解決すべき6つ

の重点課題の③画期的な放射線計測技術はもちろん、④放射性飛散微

粒子挙動の解明、⑤汚染機構の原理的解明、⑥放射性物質の環境中動

態評価にも革新的な進歩をもたらすことを目的として、以下の項目を

行う。 

１）調査用ETCCの制作と放射能定量画像評価の実施 

２）耐放射線性・利便性に優れた軽量ETCCの開発 

３）ETCCの性能を生かした調査法の開発 

４）γ線画像から大気中３次元核種分布及び放出量を逆解析する手

法の開発 

２．総合評価 
Ａ 

・独自開発のETCC計測器の改良に工夫を施し、福島第一原子力発電所の

敷地内や京大複合研で、これまでに無い画期的な実測データを取得す

るなど、新しい計測手法を開発したことは評価ができる。 

・開発した計測手法の実適用について、原子力規制庁とも議論を行って

いることは評価ができる。 

・一方で、測定精度や分解能ついては、今後の更なる向上に期待したい。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 
 


